
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校入試における合理的配慮の申請フロー 

〇参考にしていただきたい「Aさんの例」ですので、このとおりではない

と申請ができないわけではありません。 

〇合理的配慮の内容によっては検討や準備に時間がかかることもありま

す。 

〇このフローでは、Aさんの志望高校が公立高校である場合を例として

作成しました。私立高校の場合は、中学校から該当する学校へ相談して

ください。 

〇Aさんは LDですが、その他の障がい、場面緘黙、不登校等、お子さん

により状況は異なります。障がいを理由に不合格になる、不登校だから

合理的配慮を受けられない、ということはありません。ご心配な点がご

ざいましたら、とにかく早めに中学校や関係者（関係機関）に相談して

ください。 

 

 

 

◇実際に高校を見学しないと志望高校を決められないのですが、個別に

高校見学をお願いすることは可能ですか？ 

⇒可能です。中学校の教頭先生から見学を希望する高校の教頭先生に見

学の依頼をして日程調整をしてください。 

 

◇医師による診断が無いと申請できませんか？ 

⇒診断が無くても、検査等の結果等から作成された「個別の指導計画」

と、どのような合理的配慮を行っていたのかが分かる記録があれば、

個別相談及び合理的配慮の申請は可能です。それらが無い場合は申込

ができませんので、ご本人に希望がある場合は申請できる状況を早め

に整えてください。 

 

◇合理的配慮の申請をしたいと思っている場合は早めに相談を、という

ことですが、個別相談の申込期限はありますか？ 

⇒志願受付期間前には合理的配慮の申請が必要となりますので、それま

でには個別相談を済ませておく必要があります。いつまでにという期

限はありませんが、個別相談では、ご本人に合った入試の受け方や高

校生活の送り方を関係者で時間をかけて検討する必要があることか

ら、できるだけ早く中学校にご相談ください。 

 

活用のポイント 

こんな時はどうすれば… No.2 



 

 

 

A さん(保護者) 担任・進路指導・特コ 中学校校長・教頭 高校教育課 公立高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み書きに困難さのあるＡさんの「高校入試における合理的配慮」申請フロー 

中
学
１
年 

高
校 

中
学
３
年 

中
学
２
年 

・進路を考える（キャリア教育） 

・入試に向け必要な手続きを理解 

志望高校の決定 

各高校が計画する見学会・体験入

学等に参加し、志望高校を検討 

中学校では小学校からの引継により、授業におけるタブ

レット端末使用、漢字のルビ振りの合理的配慮を行う。

また、定期テストにおいては、タブレット端末使用、漢

字のルビ振りの他、試験時間の延長の合理的配慮を行

う。実施の様子を支援会議等で A さん、保護者、担

任・教科担任で共有し、合理的配慮の記録を蓄積する。 

【校長・教頭】 

入試での合理

的配慮を希望

する生徒につ

いて、必要書類

を提出し相談 

個別相談受付 

〇必要書類 ※担任・進路担当・特コが準備し高校教育課へ提出 

・障がいの程度や状況のわかるもの（医師の診断書や検査結果の写し等） 

・配慮の内容がわかるもの（個別の指導計画の写し等） 

・入試において希望する措置がわかるもの 

（定期テストにおけるタブレット端末使用、漢字のルビ振り、試験時間 

の延長の様子がわかるもの） 

個別相談実施（生徒の状況確認等） 

個別相談を継続し、合理的配慮や支援の内容を検討（必要に応じ現地での調査） 

【校長】 

志望高等学校

長に A さんの

希望を伝え、個

別相談継続 

・A さんの情報を共有し、 

合理的配慮について協議 

・必要に応じ中学校へ参観 

し、申請手続き等につい 

てアドバイス 

・申請に向け必要な手続きの理解 

・希望する合理的配慮の確認 

・申請書と必要書類の準備 

〇必要書類 ※担任・進路担当・特コが準備し申請書(指定の様式)と共に志望高等学校長へ提出 

・障がいの程度や状況のわかるもの（医師の診断書や検査結果の写し等） 

・配慮の内容がわかるもの（考査や授業における具体的な配慮の内容等） 

 →タブレット端末使用、漢字のルビ振り、試験時間の延長の様子がわかるもの 

・個別の教育支援計画又は個別の指導計画の写し 

必要に応じシミュレーション 

入試→合格発表・結果の通知（高校→入学予定者本人）→入学手続 

引継書類・資料の作成 
・中高連絡会等 

で引継 

・受入れ準備 
必要に応じ入学
前に打合せ 

別添資料 

「配慮が必要な
生徒である」と
した根拠となる
書類を提出。 
主治医に改めて
診断書の作成
を依頼する必要
は無く、以前の
診断書で良い。 
検査結果につ
いても同様。 

この別添資料の元となっている
「LDのあるお子さんに対する支援 
早めの気づき適切な学び」を最初
にご覧になってからこちらをご活
用ください。 

合理的配慮の申請を志願受

付期間前に志望高校へ提出 

前期選抜：１月中旬 

後期選抜：２月中旬 

申請受付 
配慮内容の通知を受

け、タブレット操作

や面接練習等の入試

準備 

入試における

合理的配慮の

申請を希望 

を検討 

 

A さんの希

望をまとめ個

別相談の準備 

配慮内容の通知 

タブレット端末

使用等、検討に

時間のかかる

合理的配慮に

ついては、志望

高校決定前か

ら相談可能 


